
（
鉱
業
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

鉱
業
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
登
録
免
許
税
納
付
書
の
不
受
理
）

（
登
録
免
許
税
納
付
書
の
不
受
理
）

第
十
二
条
の
二

経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
は
、
鉱
区
の
減
少
若
し
く
は
分
割
又
は
鉱
業
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
鉱
区
の
増
加
に
よ
る
鉱
業
権
の
変
更
の

登
録
に
係
る
登
録
免
許
税
の
納
付
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
納
付
書
に
、
鉱
業
登
録
令
第
四
十
一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
上
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
の
承
諾
書
又
は
こ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁

判
の
謄
本
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁

判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
納
付
書
を
受
理
し
て

は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
鉱
業
権
の
変
更
の
出
願
の
際
に
、
当
該
承
諾
書
又
は
裁
判
の
謄
本
若
し
く
は
裁

判
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ

る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

第
十
二
条
の
二

経
済
産
業
大
臣
又
は
経
済
産
業
局
長
は
、
鉱
区
の
減
少
若
し
く
は
分
割
又
は
鉱
業
法
（
昭
和
二

十
五
年
法
律
第
二
百
八
十
九
号
）
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
鉱
区
の
増
加
に
よ
る
鉱
業
権
の
変
更
の

登
録
に
係
る
登
録
免
許
税
の
納
付
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
納
付
書
に
、
鉱
業
登
録
令
第
四
十
一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
上
利
害
関
係
を
有
す
る
第
三
者
の
承
諾
書
又
は
こ
れ
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁

判
の
謄
本
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
納
付
書
を
受
理
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
鉱
業
権

の
変
更
の
出
願
の
際
に
、
当
該
承
諾
書
又
は
裁
判
の
謄
本
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た

書
面
を
添
付
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

経
済
産
業
局
長
は
、
鉱
区
の
合
併
に
よ
る
採
掘
権
の
変
更
に
係
る
登
録
免
許
税
の
納
付
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
納
付
書
に
、
鉱
業
登
録
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
抵
当
権
者
の
承
諾
書
又
は
こ
れ
に

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
判
の
謄
本
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判
所
書
記
官
が

当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
及
び
抵
当
権
の
順
位
に
関
す
る

協
定
書
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
そ
の
納
付
書
を
受
理
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
鉱
業
権
変

更
の
出
願
の
際
に
、
当
該
承
諾
書
又
は
裁
判
の
謄
本
若
し
く
は
裁
判
の
内
容
を
記
載
し
た
書
面
で
あ
つ
て
裁
判

所
書
記
官
が
当
該
書
面
の
内
容
が
当
該
裁
判
の
内
容
と
同
一
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
た
も
の
及
び
抵
当
権
の
順

位
に
関
す
る
協
定
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
書
面
を
添
付
し
た
と
き
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

２

経
済
産
業
局
長
は
、
鉱
区
の
合
併
に
よ
る
採
掘
権
の
変
更
に
係
る
登
録
免
許
税
の
納
付
が
あ
つ
た
場
合
に
お

い
て
、
そ
の
納
付
書
に
、
鉱
業
登
録
令
第
四
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
抵
当
権
者
の
承
諾
書
ま
た
は
こ
れ

に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
裁
判
の
謄
本
お
よ
び
抵
当
権
の
順
位
に
関
す
る
協
定
書
が
添
附
さ
れ
て
い
な
い
と

き
は
、
そ
の
納
付
書
を
受
理
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
鉱
業
権
変
更
の
出
願
の
際
に
、
当
該
承
諾
書

ま
た
は
裁
判
の
謄
本
お
よ
び
抵
当
権
の
順
位
に
関
す
る
協
定
書
を
提
出
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
旨
を
記
載

し
た
書
面
を
添
附
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

（
弁
理
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

弁
理
士
法
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
通
商
産
業
省
令
第
四
百
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
実
務
修
習
の
内
容
及
び
方
法
）

（
実
務
修
習
の
内
容
及
び
方
法
）

第
二
十
一
条
の
二

（
略
）

第
二
十
一
条
の
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

講
義
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
（
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
及
び
電
磁
的
記
録
（
法
第
四
条
第
二
項
第
四
号
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
記

録
媒
体
を
い
う
。）を
高
度
に
利
用
し
て
、実
務
修
習
の
実
施
場
所
以
外
の
場
所
で
修
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

講
義
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
（
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
そ
の
他
の
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
及
び
電
磁
的
記
録
（
法
第
七
十
五
条
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
記
録
媒
体
を

い
う
。）を
高
度
に
利
用
し
て
、
実
務
修
習
の
実
施
場
所
以
外
の
場
所
で
修
習
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
民
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
五
月
二
十
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報
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